
モノづくりの創造性---持続可能なコンパクト社会の実現に向けて 

野口尚孝 ・ 井上勝雄 著 

海文堂出版（株） 2014 

\ 1,800 （ジュンク堂書店、丸善、アマゾンなどから入手可能） 

 

●内容についての著者よりの説明： 

 本書は、人類のモノづくりという広い視点からとらえたデザイン行為の在り方に関する本で

す。全体は 3 部構成となっており、第 1 部は、現代文明におけるモノづくりの在り方への批判

と、それに代わる新たなモノづくり体制への示唆を含んだ内容ですが、その基調は１８世紀以来

台頭した近代産業革命により、産業経営者の手に奪われてしまったモノづくりの主導権とその

創造性を、もう一度生活者の手に取り戻そうという主張です。そしてその中で、本来あるべきモ

ノづくりの創造性とは何かをもう一度考え直してみようというものです。 

 デザイン行為の本質はその創造性にあると言えますが、現代社会においては、消費の促進拡大

が経済成長には必須の要件とされ、デザインの創造性がそれを促進するための「創造性」となっ

てしまっていること、しかし他方では、消費の無際限な拡大によって私たちの存在そのものが依

って立つ地球資源や自然環境全体が危機に瀕していくという、いわば絶対的矛盾の状況に立た

されていると言っても過言ではないでしょう。 

 こうした中で、売るための過剰な消費促進を前提とするのではなく、生活者自身が本当に必要

なモノを創造し、それを必要なだけつくることでやっていける社会（これを本書ではコンパクト

社会と呼んでいます）を目指し、それに向けて本来のデザイン創造性を考えるにはどうすれば良

いかを論じています。 

 全体の中心的部分を占める第 2 部では、デザイン思考の本質的構造や発想の支援方法につい

てさまざまな実験を通じて得られた知見を通じて具体的に述べています。まだ筆者の研究が進

行中なので、コンパクト社会に向けてのデザイン発想支援という意味では必ずしも充分とはい

えないとらえ方もありますが、次世代社会のデザイン発想の在り方やそれに向けての研究の手

がかりになると考えております。 

 第 3 部では、生活者の創造性とはどのようなものか、実例を挙げて述べ、第 1 部で示唆した、

コンパクト社会に向けたモノづくりの創造性とはどうあるべきかを具体的に論じています。 

 これらを通じて、読者（特に若い世代の）が近未来の社会とそこでのモノづくりの在り方をど

のように築いていくべきかを考えるきっかけになることを期待しています。 
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